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憲
箕
且
暴
讐
特
裂
眠
難
蕊
覆
五
三
號

十
八
醸
叢
跨
ニ
や
涕
印
嗣
　
（
毎
拷
…
閥
畿
費
）

灘
一
「
“
鷺
瀞

上
甲
湘
…
暫
墨
’
の
論
理
形
二
心

梶
山
雄

磯
生
的

親
知
麗

経の見
瞼間地
番題よ
果　 り

の　潜
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京
都
鼠
茶
會
規
約

回
、
本
曾
は
睨
域
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
酬
剛
る

　
こ
と
を
学
的
と
す
る

一
、
右
の
鼠
的
の
た
め
に
次
の
寧
業
を
μ
膏
う

8
　
毎
月
一
渇
研
究
倫
騒
を
開
く

〔囲

@
毎
年
公
開
講
演
曾
を
開
く

濁
毎
月
一
閲
「
哲
卑
硯
究
」
を
爽
行
ず
る

一
、
ホ
禽
μ
の
寮
業
を
肱
逐
行
ず
る
難
め
に
委
繊
ハ
若
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
畢
哲
墨
科
敏
官
及
び
委
員
禽
K
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
蠣
す
る

一、

{
會
は
禽
員
組
織
と
し
、
會
員
K
は
寳
絡
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
校
・
㎜
塑
洋
館
・
典
他
の
㈱
門
鼎
脚
は
闘
膿
の
名
を
以
て
入

朝
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

q
員
は
餐
饗
と
し
て
年
八
四
〇
麟
、
叉
は
傘
年
四
二
〇
園

を
鶴
納
す
る

一
、
禽
M
員
は
會
砒
剛
の
噛
配
布
を
受
け
、
禽
M
誌
に
鞭
琳
告
す
る
諮
繍
四
の

行
寮
に
繊
席
す
る
こ
と
が
で
肇
る

一、

{
會
は
講
務
所
を
京
都
大
學
女
學
部
的
に
お
く

一
、
本
會
競
豹
の
改
正
襲
更
は
委
資
禽
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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哲
學
欝
究
　
錦
四
買
↑
既
號

六
〇

　
　
　
（
㏄
髪
ず
イ
警
冨
オ
帥
ワ
．
酬
並
を
要
求
さ
わ
る
り
そ
し
て
こ
の
距
傭
聾
と
は
灘
離
が
実
寵
し
得
る
こ
と
で
あ
り
、
入
賜
の
｝
切
の
最
果
的
活
動
を
可
能
な
ら

　
　
　
し
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
切
鷺
｝
〈
日
日
蔵
碧
影
℃
簿
コ
．
弊
簿
g
。
帥
ジ
，
蹄
℃
ξ
¢
鴇
琶
湾
繊
創
観
一
旗
離
砂
（
7
繁
ξ
峯
篇
｝
・
無
。
（
◎
㎞
》
．
色
帥
ご
宅
ご
唱
厭
帥
唱
節
犀
a
〈
鋒

　
　
　
娼
ヨ
諺
3
p
影
（
鷺
犀
8
㌧
φ
こ
ジ
L
・
一
ご
閣
触
三
｝
邑
喚
一
〉
・
貌
鴛
⇒
．
一
「
二
碧
く
婁
；
剛
）
簿
畠
鍵
珍
副
臼
瓢
一
憩
＝
ξ
轟
乙
蟄
ご
”
ヨ
　
（
苞
（
F
ワ
臨
．
一
・
H
）
　
（
η
人
開
の
す

　
　
　
べ
て
の
数
果
的
活
働
は
厩
知
を
鷹
と
す
る
、
そ
れ
が
こ
、
に
彫
察
せ
ら
れ
る
。
野
津
．
鰹
礁
約
な
實
」
事
に
〕
到
淫
せ
し
め
る
も
の
な
る
故
に
詑
知
（
景
）

　
　
　
な
り
◎
」
「
敷
餓
的
活
動
を
可
籠
に
す
る
毅
憲
を
示
す
も
の
が
泥
卸
尋
、
あ
る
。
し
等
の
距
知
の
規
定
が
そ
れ
を
示
し
て
み
る
、

（
註
3
）
溝
緋
は
躍
望
郷
の
聖
域
の
解
押
に
錆
し
て
帆
，
　
敏
々
は
、
汝
が
眼
と
色
と
に
よ
り
て
眼
識
生
ず
、
瓶
子
と
線
と
に
よ
り
て
芽
産
ず
と
い
ふ
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ

　
　
　
に
朝
㎜
め
て
ゐ
ゐ
〕
そ
の
生
が
ア
乱
酒
山
の
棘
…
（
飴
ご
麟
｛
℃
趣
轟
ρ
奮
い
〆
．
卸
び
ゴ
魅
～
，
節
）
　
」
な
り
と
こ
そ
融
混
一
ぷ
．
す
る
こ
と
に
㌔
ふ
っ
て
、
　
そ
こ
に
．
望
小
撫
山
醗
寸
の
特
殊
腔
匹
を
目
鼓

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
せ
鵜
無
W
蕪
備
を
甥
融
め
て
み
る
の
で
あ
る
し
と
滅
…
…
る
。
船
脚
諏
昌
に
よ
れ
　
げ
M
（
P
・
6
6
a
－
6
8
a
）
生
の
焔
榔
よ
り
渦
蝋
あ
り
、
鷹
の
撫
騨
よ
り
臨
剛
あ
り
乃
．
証
生
の

　
　
線
よ
り
一
宇
あ
り
・
と
い
ふ
の
は
盛
運
の
灘
鞭
憾
あ
り
・
生
な
曇
故
に
滅
な
し
・
乃
歪
生
な
琶
散
に
［
嚢
な
し
、
と
い
ふ
潅
は
．
滞
浮
の
逆
槻
で
あ

　
　
　
り
、
不
生
侮
る
が
敵
に
不
滅
あ
り
・
乃
．
糠
．
不
生
唱
焦
る
が
櫨
に
不
一
義
あ
り
・
と
い
ふ
の
が
溝
瀞
の
噸
槻
で
あ
る
と
い
ふ
。
．
不
生
の
故
に
．
不
滅
あ
り

　
　
　
と
い
ふ
の
を
羅
に
窪
た
き
故
κ
滅
な
し
と
圃
一
縄
せ
ず
．
、
熊
掌
と
不
滅
の
閥
に
滑
浮
の
因
果
鍮
係
を
認
め
て
み
る
。
不
坐
不
滅
等
の
繰
起
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
龍
桝
の
立
場
は
藩
…
浄
の
因
果
と
し
て
庭
樹
的
た
意
昧
を
騎
っ
て
を
り
、
不
生
不
滅
の
み
で
は
た
く
し
て
織
趨
☆
の
や
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
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大
學
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観
究
斯
〔
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敏
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ロ
…
嘱
托
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駆

次圏號前

サ
ル
ト
ル
の
イ
マ
ジ
ナ
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
一
茜
一
鳳
羽
職
仙
申
疹

捌
造
の
原
因
、
嬉
四
の
も
の
（
究
∀
：
：
：
・
出
本
，
清
幸

　「シ
　人エ

1
一
’
j
i
（
／
g
i
k
i
，
I
I
，

曝餐

　差

　lza　・

　就
セ、

て

深

谷

昭

學
騨
癩
期
鵡
　
鵠
串
榔
の
廼
獣
　
（
魯
島
　
勉
〉

出口號次

ρ

コ
ー
ヘ
レ
ス
に
お
け
る
加
賀
聾
廟
：
：
：
：
訂
賀
鐵
あ
く
郷

中
柵
観
鱈
回
隊
引
の
五
重
『
形
態
（
帥
。
）
：
・
・
：
：
　
灘
閂
宙
　

慨酬

@｝

ノ
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會

告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

一
、
本
會
は
曾
員
紐
織
と
b
或
に
は
賓
権
の
翻
限
を
設
け
ま

せ
ん
．
入
魯
誤
珈
望
の
志
方
は
一
難
郭
古
甲
左
ゆ
承
犠
ド
m
円
中
酉
庸
湘
｛
陶
弘
療
ハ

堂
内
京
綿
哲
學
禽
係
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
八
臓
○
國
叉
は

傘
・
蓑
毛
二
〇
圓
〉
を
お
轟
岬
込
ア
塾
い

「
振
聯
絆
口
晶
騰
｛
示
都
一
九
五
五
ム
ハ
鞭
隅
　
臨
県
瓢
斬
隅
錐
丁
禽
H
」

一、

q
毅
切
れ
の
場
合
は
塒
封
に
「
潮
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
世
ち
に
御
沸
込
下
さ
い
、
一
年
分
父
は
牟
年
分
）

會
嚢
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
鮒
（
叉
は
六
珊
）
の
逡
附
演

を
以
て
筋
金
切
れ
と
し
．
會
饗
の
墾
更
典
他
の
曝
猜
に
よ
る

過
不
兄
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
侮
に
騎
算
し
ま
す

一
、
禽
員
の
荒
居
入
退
會
隻
編
集
寮
務
以
外
の
一
切
）
の
蜘
務

は
弘
丈
覚
内
窟
瓢
哲
學
曾
係
へ
獅
顯
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
細
集
に
驕
す
る
麺
信
・
蛎
刊
讐
．
寄
贈
難
誌
離
は
本

會
宛
に
お
塗
り
下
さ
い

hta
黙

蹴京都
郡都
ブ・市哲
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妬く學
學繊
absr　一，r；

卯口
内懸fll

昭
勲
二
十
八
年
三
月
二
十
臼
印
鰯

腰
明
側
咽
一
一
十
岬
八
加
叩
一
二
月
轟
μ
五
目
桝
黙
猟
行

　
　
　
　
編
集
人
　
　
　
　
京

褒
行
田

印
胴
人

印
三
所

獲
行
所

右

三代　京

　搬都都
村　 大

　　　彰～哲

　　　ee學

　　　魏
勉　内會

酒
　
　
井
　
　
　
　
明

班
蹴
稀
千
代
田
三
農
駿
阿
蝿
照
ノ
賎

伊
　
　
藤
　
　
久
　
　
春

駅
欝
瑠
田
翁
酋
蒲
町
購
○

弘
文
田
印
綱
部

駁
翻
瑠
田
田
同
職
単
簡
Q

魯秣

証式

肇弘

要
言文
士
匿堂

　
　
　
註
文
　
規
定

［、

ﾗ
員
員
以
外
の
融
階
護
山
宥
の
御
註
女
及
び
魔
告
に
闘
す
る
件
は

「
…
弘
丈
轡
慌
」
へ
獅
申
込
下
・
さ
い

…、

@
本
瀦
帥
の
御
註
女
は
す
．
へ
て
代
A
皿
郵
穐
葺
ハ
　
（
｛
部
、
定
償
七

十
闘
・
郵
税
八
型
）
煎
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
．
特
に
講
求
鑛
及
び
領
牧
書
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
雰
八
踏

を
お
塗
り
下
さ
い
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